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ションや交通整理を行ったから成し得たものであ

り，教師側が一番助かった事としている。一つの

学校や学年で同様の支援をするには，人的に難し

い場合が考えられる。だが，生徒に役割を分担さ

せたり，技術的なトレーニングをする等により，

生徒自身の能力を向上させる事は可能である。 

 

Ⅴ 研究の成果と今後の課題 

Pedagogy としての宇宙教育が，知識や技能を関

連付け，知の総合化を図るツールとして有効であ

る事が実践研究からも読み取れた。この実践は，

生徒が主体として課題の克服に取り組み，「生き

る力」の形成を具体化するうえで，有効である事

がうかがえた。さらに，「生きる力」を形成する

きっかけを得た生徒自身が，望むべき理想の社会

の構築に主体的に参画する態度も見られた事は特

筆に値する。 

一方で，授業時間や学校という枠を超えた生徒

の行動を，学校教育の実践の枠組みの中でサポー

トする事の時間的また労力的な課題も見られた。

学校の教師が単独で実践を継続させる事も不可能

ではないが，大学生等の支援がある事によって取

組の意義が深まった面がある事は否めない。但し，

｢生きる力｣の学習及びその支援を通して，継続的

に高校生の支援を続ける大学生もあった。大学が

求める体験学修活動としての時間認定の外側で，

学びを通したボランティア支援が行われている事

実は，今次の取り組みが学習者として設定した高

校生のみではなく，学習支援を行う側にも社会に

参画する主体としての意識と責任，そして行動を

形成している事を示している。こうした直接の学

習者のみではなく，学習支援を行う側，及び教育

を実践する側への影響

についても，取り組み

評価の対象となる事は

明らかである。 

総合的な学習の時間

は，各教科の知識や技

能を横断的につなげる

ものである。ただし，

単純につなぐ事を目的

とするのではなく，「つ

なげる能力を育む」つ

なげ方が重要である。 

 

こうして，各教科等を単発的に横断するのではな

く，広がりのあるらせん的につなぐ事により，学

習者に知のつながりと広がりの可能性を実感させ

る。（図 5-1） 

Pedagogy としての宇宙教育は，物事を考える際

に，既存の枠組みや前提による思考の縛りや思い

込みによる現実世界の認識を相対化した，ロール

ズが示した一種の原初状態に類した考察のための

環境を用意する８）。この事により，既存の枠組み

や前提にとらわれずに考察する事を容易にすると

同時に、地球外の視点から自らを捉える事によっ

て地球規模・地球単位で考える手段にもなる。 

JAXA は従来の広報業務の一環として教育を捉

える事から離れ，宇宙教育センターを設置した。

この点を確認して，宇宙教育を通して公教育を支

援し，それに応じた評価手法の確立を追究する事

が有効と考える。本研究の実践から，評価指標と

して次の様な項目が示唆されている。①教科横断

の度合い，②知的好奇心がどれ位広がったか，③

②の結果どんな行動を起こしたか。評価指標の確

立については，今後の研究テーマにしたい。 
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【 要 旨 】 

本研究の目的は，小学校体育科における鉄棒運動の学習場面において，児童が運動のコツを自分の 
言葉で表現するための方法として，スポーツオノマトペを取り入れた支援の有効性を検証することで 
ある。７月・10月に授業実践を行い，実践場面における運動の様子や児童の発言，学習カード・振り 
返りカードの記述を分析した。 

その結果，スポーツオノマトペの考え方を取り入れた支援は，「動きの言語化」を図り，技を 
習得するのに有効であった。だが，運動のコツをオノマトペで表現するためには，「動きの言語 
化」を何度も繰り返し行うこと，また，オノマトペで表現するのに適した技の習得段階を見極め 
ることが必要なことが示唆された。 

 
【キーワード： 鉄棒運動 動きの言語化 運動のコツ スポーツオノマトペ 】 

 
 
Ⅰ 研究の目的と方法 

１ 問題の所在 

 体育科には教科書が無いため，小学校体育科を担

当する教師は，学習指導要領解説体育編に例示され

た種目や技を拠り所にして，自校の実態に合った年

間指導計画の設定や教材作成を行う。そのため，実

際の指導については，現場の教師の裁量に委ねられ

る面が多く，体育の学習内容に違いが見られるのが

現状である。 
 体育の学習内容に違いが見られる原因は，現行の

学習指導要領に技が例示されているが，指導の仕方

については明記されていないことが考えられる。そ

れゆえ，体育科における系統性に関する研究を蓄積

していく必要があるが，体育科における指導の系統

性を阻むものとして，運動のコツを指導することの

困難さがある。 

 運動のコツを適切に指導するために必要なことは，

動き方のコツをわかりやすく説明することである。

村田・海野(2008)は，「体育学習において，指導者が

行うべきことは動き方のこつを伝えることであり，

そのためにも学習者の感覚に訴えかけられるような

言葉かけを行うことが重要である」と述べ，動き方

のコツをわかりやすく説明する能力が教師に求めら

れると主張している。 
 さらに，教師が運動のコツを一方的に説明するの

ではなく，児童自身に考えさせながら運動に取り組

む学習過程を作成しなければならない。つまり，児

童に対して，どのように運動のコツを意識させて指

導するのかがポイントとなる。そのためには，児童

自身が運動のコツを自ら表現することが不可欠なの

である。 
 本研究では，小学校体育科の学習場面において，

運動のコツを自分の言葉で表現する児童の姿を引き

出すことのできる学習指導の在り方について考える。 
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２ 研究の目的 

 本研究では，小学校体育科の学習場面において，

運動のコツを表現する方法として，スポーツオノマ

トペの考え方を取り入れた支援を行うことは，児童

が「動きの言語化」を図るのに有効か，または，児

童が技を習得するのに有効かを検証する。そして，

児童が運動のコツを自分の言葉で表現するためには，

どのような指導が有効であるかを明らかにする。 
 
３ 研究のデザインと検証・分析方法 

(1) 研究のデザイン 

本研究において，スポーツオノマトペの考え方を

取り入れた支援の有効性を明らかにするため，まず，

Ａ小学校，Ｂ小学校の２つの学校で授業実践を行う。

その際，２つの学校とも同じ学習展開にて授業を実

施し，Ａ小学校ではスポーツオノマトペを取り入れ

た支援を，Ｂ小学校ではスポーツオノマトペを用い

ず，自分の言葉で言語化を図る支援を行う。２つの

小学校での実践結果を比較し，成果と課題について

考察する。その後，考察したことを基にして，Ｃ小

学校にて授業実践を行い，効果を検証することとす

る。 

[７月の授業実践]      [10月の授業実践] 

Ａ小学校 オノマトペのみ     

    評価・考察・改善      

              Ｃ小学校オノマトペ 

Ｂ小学校 オノマトペ無⇒オノマトペ           

図１ 研究のデザイン 

 なお，今回の授業実践では，小学校第３・４学年，

鉄棒運動の「だるま回り」の学習にて授業を実施す

ることとした。 

(2) 検証・分析方法 

スポーツオノマトペの考え方を取り入れた支援の

有効性を明らかにするため，以下のものを用いて，

検証・分析を行う。 

①運動のコツを表現する学習カード 

②振り返りカード 

③デジタルビデオカメラでの撮影（ＶＴＲ） 

 
Ⅱ 体育科の課題 

１ 体育科における指導上の課題 

 子どもの体力低下傾向が深刻であるといった現状

を踏まえ，学習指導要領解説体育編では，体育科の

目標及び内容の改訂の要点として，体力向上の重視

を挙げている。中でも，今回の改訂から，第１学年

から第６学年のすべての学年において，「体つくり運

動」の学習を行うこととなった。これらのことから，

「体つくり運動」領域の「多様な動きをつくる運動

遊び」の学習で，幅広く身に付けた体の基本的な動

きは，全ての運動の基盤となるものと考えられる。 

そのため，体育の時間を魅力的なものとし，運動

の楽しさを味わえるようにするとともに，体力の向

上を図ることが重要である。中でも，様々な動きの

基礎を培う器械運動の学習の充実こそが，これから

の体育学習の中核を担うと考えられる。 
 
２ 器械運動領域における指導上の課題 

 器械運動の内容は，腕で体を支持したり，支持を

して移動したり，前方や後方・側方に回転したり，

懸垂したり，懸垂で振動したり，腕支持で跳びこし

たりするなどである。その多くは，非日常的な運動

であり，主に体育の授業の中で上達を保障すること

が求められている。 

 とりわけ，鉄棒運動で培う①逆さ感覚，②バラン

ス感覚，③振動させる感覚，④締めの感覚は，他の

器械運動の技の習得に活用されるだけでなく，他の

運動領域の動きの習得の基礎となるものである。 

小学生の児童は鉄棒運動にどのようなイメージを

持っているのだろうかを明らかにしたいと考え，島

根県内の小学校５・６年生138名を対象にして，鉄

棒運動に対する意識調査を目的としたアンケートを

実施した。小学校の児童へのアンケートを集計し，

以下の結果が得られた。 

・体育の学習は多くの児童（111 名）から好まれて

いるが，鉄棒運動の学習については，好きと回答

した児童は少なく（41 名），あまり好まれない傾

向がある。また，多くの児童（47名）は，鉄棒運

動の学習では，「技の獲得」に楽しさを感じている。 

 また，実際に授業を行う教師は，鉄棒運動の指導

について，どのようなイメージを持っているのだろ

うかを明らかにしたいと考え，島根県内の小学校教

師36名を対象として，鉄棒運動に対する意識調査を

目的としたアンケートを実施した。小学校教師への

意識調査を集計し，以下の結果が得られた。 

・鉄棒運動の指導に悩む教師が多い(25名)。 

・教師自身の鉄棒運動に対する苦手意識が，指導の

苦手意識につながっている傾向が見られる。 

 この結果から，鉄棒運動の指導に困難さを感じて

いる教師が多く，鉄棒運動の楽しさを味わわせる指

導ができていないと考えられる。このことは，鉄棒
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向がある。また，多くの児童（47名）は，鉄棒運

動の学習では，「技の獲得」に楽しさを感じている。 

 また，実際に授業を行う教師は，鉄棒運動の指導

について，どのようなイメージを持っているのだろ

うかを明らかにしたいと考え，島根県内の小学校教

師36名を対象として，鉄棒運動に対する意識調査を

目的としたアンケートを実施した。小学校教師への

意識調査を集計し，以下の結果が得られた。 

・鉄棒運動の指導に悩む教師が多い(25名)。 

・教師自身の鉄棒運動に対する苦手意識が，指導の

苦手意識につながっている傾向が見られる。 

 この結果から，鉄棒運動の指導に困難さを感じて

いる教師が多く，鉄棒運動の楽しさを味わわせる指

導ができていないと考えられる。このことは，鉄棒

運動の楽しさについて回答した際，鉄棒運動の楽し

さは「ない」と答えた児童が26名いたという結果か

らもうかがえる。 

 教師は，鉄棒技への認識があいまいなまま，指導

を行うことで，段階を踏んだ指導ができず，鉄棒運

動の楽しさを限定的にしてしまい，技が「できる」，

「できない」の二極化が見える指導になっていたと

考えられる。村田・海野(2006)は，これまでの授業

実践によくある落とし穴として，教師の指導には，

動きを習得させるための具体的な指導が足りないこ

とを論じている。 

 そのため，技をするときの感覚を自らの言葉で表

現する活動を行い，運動がどのような感じでできた

のか考えることを重要視する指導こそが，児童に技

が「できる」楽しさや喜びを味わわせることのでき

る指導ではないかと考える。 

 これからの鉄棒運動の学習では，技が「できる」

ことを目指す学習過程の中で，どのように身体の動

かし方をすればよいか考え，「こうしたらできそうだ」

という感覚を芽生えさせ，運動のコツを身につける

ことが求められると考える。 

 

Ⅲ 「動きの言語化」についての検討 

１ 運動のコツとは何か 

 コツとは何かということについて，髙橋(1999)は，

「行為の主体が物事を遂行する際に，決め手となる

要領をいうのであり，特に体の動かし方に関わった

呼吸のタイミング，力の入れどころを指している」

としている。 

 また，金子(2005)は，「コツとは『運動感覚身体知』

つまり，運動感覚能力が自分に意識されたもの」と

述べている。運動感覚能力とは，三木(2005)によれ

ば，「未だ実施（試行）していないある動きに対して

共感し，『そのような感じで動くことができそうだ』

と先読みできることであり，さらに，試行した後に

『今ここで動いた直下の感じ（直感）を再認化する

能力』」である。 

 本研究では，運動のコツとは，①動きのリズム，

②運動感覚能力とする。学習者が「そのような感じ

で動くことができそうだ」と動きを先取りし，「こん

な動きをしたな」と動きを再認化する活動を繰り返

すことで，どんなタイミングで，どのように身体を

動かせばよいかを理解し，それを言葉で表現したも

のと定義づける。 

 

２ 「動きの言語化」について 

金子(2005)は，「運動学習の場面において，この運

動覚を意識させ，それを言語化し，確認する学習活

動が欠落していることが少なくない」と述べ，運動

をして得た感覚をもとにして，運動のコツを言語化

することの必要性を示唆している。 

 自らの動きを再認化するためには，自己対話が欠

かせない。学習者は，自分の感覚を表現することで，

実際にやってみて得られた感覚と今までに描いた感

覚とを比較し，確認，修正を行っているのである。

比較，確認，修正したことを言語化することで，自

らの感覚を意識づけることができ，新たな動きを獲

得するのである。言語化することをしないと，自ら

の動きを再認化することは難しい。 

 以上のことから，児童自身が自分の動きを言語化

する活動が重要であると考えられる。運動をして得

た感覚を言語化する活動を行わなければ，運動のコ

ツを獲得し，意識して運動のコツを活用することは

できないのである。そして，児童自身が自分の動き

に対して言語化する活動を行う際には，児童の表現

に違いがあることを認めることを前提とした指導が

必要である。 

 本研究では，「動きの言語化」とは，運動のコツを

わかりやすい言葉で表すこととする。そして，わか

りやすい言葉とは，①運動のイメージがしやすい言

葉，②短くリズミカルな言葉，③学習者の間で，共

通理解しやすい言葉，④学習者がやってみたいと思

う言葉，⑤他の運動場面において応用可能な言葉，

であると定義づける。 

 

３ 運動のコツを言語で表現する指導法 

運動感覚や運動のコツを言語で表現する指導法と

して，(1)スポーツオノマトペ，(2)口伴奏について

考察する。 

(1) スポーツオノマトペ 

藤野良孝氏は，スポーツオノマトペを用いて，運

動のコツを表現するよさを提唱している。スポーツ

オノマトペとは，「運動感覚を表現する際，体育・ス

ポーツ時に用いられるオノマトペ」のことであり，

教師も児童も使用することができる。 

藤野(2008)は，スポーツオノマトペをスポーツ指

導で用いる長所として，以下の点を挙げている。 

①微妙な動作感覚，動作リズム，動作タイミングを

直感的に表現できる 。 

②普段人間が発揮することができない力を引き出す
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ことができる 。 

③運動学習者は音のリズムにより直感的に理解する

ことができる。 

例えば，開脚跳びの運動のコツを「サー・タン・

パッ・トン」と表現することで，児童は，短くて分

かりやすい言葉で運動をイメージすることができる。 

また，児童の感覚に合わせて，スポーツオノマトペ

の表現を変えることができるため，個に応じた支援

がしやすい。そして，児童は自分の感覚にあったス

ポーツオノマトペを用いて，運動の習得を目指すこ

とができる。 

 つまり，スポーツオノマトペで言語化した運動の

コツには，表現が困難な運動内容を補足あるいは置

換して，うまく相手にメッセージを伝える効果があ

り，運動のコツを言語化することに適していると言

える。 

(2) 口伴奏 

 清水由氏は，「口伴奏」を用いて，運動のコツを表

現し，動きを習得するよさを提唱している。 

「口伴奏」とは，運動のプロセスでポイントとな

るところを運動のリズムに乗せて声かけをすること

で，より確実にポイントを意識しながら運動できる

ようにすることを意図した指導法である。 

 清水(2013)は「口伴奏」を用いる長所として，以

下の点を主張している。 

①運動のイメージやリズムを児童にわかりやすく伝

えることができる  

②子どもたちの身体にリズムが染み込んでいく  

 運動のコツとなる動きを考えるのに，自分の身体

へ意識を向けることや，運動を詳しく観察すること

が必要である。「口伴奏」を通して，児童は，運動を

して得た感覚に対して，自己観察を行いやすくなる。

そして，運動をして得た感覚を言葉にして，教師や

友達に伝え合う活動を行い，感覚を共有化すること

で，「口伴奏」で表現された言葉は，運動のコツとな

り，児童の共有の財産ともなる。それゆえ，「口伴奏」

は，運動のコツを言語化し，理解を深めるのに適し

ていると言える。 

２つの指導法について比較した結果，運動感覚や

運動のコツを言語で表現する指導法として，「スポー

ツオノマトペ」の考え方を取り入れた指導法がよい

と考える。 

その理由として，以下の２点が挙げられる。 

 １つ目は，児童の実態に対応できることである。

児童一人ひとりが感じた運動感覚は，全員が同じで

はない。そのため，児童一人ひとりにあったオノマ

トペの言葉で，運動のコツを表現するよさがある。 

 ２つ目は，スポーツオノマトペの考え方は，口伴

奏の考え方も含んでいることである。口伴奏のもつ

「運動のイメージやリズムを児童に分かりやすく伝

えることができる」というよさは，スポーツオノマ

トペの効果と同じである。そのため，スポーツオノ

マトペの指導の中に，口伴奏を加えるほうが，より

よい指導ができると考えられる。 

 

４ 技の習得段階について 

 器械運動の学習を充実させるためには，児童一人

ひとりのレディネスに応じることができるよう，学

習内容を系統的かつ段階的に整理し，児童が自分に

合った課題を選択しやすくする指導が必要であると

考えられる。 

金子(2002)は，『わざの伝承』の中で，「運動形成

の五位相」という概念を示している。「運動形成の五

位相」とは，原志向位相，探索位相，偶発位相，形

態化位相，自在位相の５つの位相からなる，技の習

得段階を表したものである。この位相に技のできば

えを当てはめることができれば，児童の獲得してい

る技がどの段階にあるのかを知る手掛かりとなる。

そうすることで，教師は，技のできばえと技の習得

段階を一致させることができ，その段階に合った指

導が可能になると考えられる。 

 技の習得段階を踏まえた指導を行うためには，児

童の技の習得段階を適切に診断し，その段階に合っ

た支援方法を考える必要がある。そこで，本研究の

授業実践で取り上げる「だるま回り」の技の習得段

階に合った支援を表１にまとめた。 

表１ 「だるま回り」における技の習得段階一覧表 

学習段階 「だるま回り」の習得段階 

①原志向位相 
・ふとんほしができる ・陸上でだるまの姿勢ができる 

・ふとんほし振りができる・ひじ支持振りができる 

②探索位相 
・鉄棒にぶら下がって，だるまの姿勢ができる 

・膝の曲げ伸ばしで，少し体を振ることができる 

③偶発位相 

・前後に大きく体をふる動きができる 

・補助ありで「だるま回り」ができる 

・偶然，「だるま回り」ができる 

④形態化位相 

・いつでも「だるま回り」が１回できる 

・「だるま回り」が連続３回できる 

・腕支持から，「だるま回り」ができる 

⑤自在位相 

・「だるま回り」が何回も連続してできる 

・腕を交差して「だるま回り」ができる 

・片足で「だるま回り」ができる 

・「後方だるま回り」ができる 

教師は，これを活用することで，技の習得段階を

診断する視点となり，児童の習得段階に応じた指導

ができる。さらに，技の習得段階を踏まえた指導を
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ことができる 。 

③運動学習者は音のリズムにより直感的に理解する

ことができる。 

例えば，開脚跳びの運動のコツを「サー・タン・

パッ・トン」と表現することで，児童は，短くて分

かりやすい言葉で運動をイメージすることができる。 

また，児童の感覚に合わせて，スポーツオノマトペ

の表現を変えることができるため，個に応じた支援

がしやすい。そして，児童は自分の感覚にあったス

ポーツオノマトペを用いて，運動の習得を目指すこ

とができる。 

 つまり，スポーツオノマトペで言語化した運動の

コツには，表現が困難な運動内容を補足あるいは置

換して，うまく相手にメッセージを伝える効果があ

り，運動のコツを言語化することに適していると言

える。 

(2) 口伴奏 

 清水由氏は，「口伴奏」を用いて，運動のコツを表

現し，動きを習得するよさを提唱している。 

「口伴奏」とは，運動のプロセスでポイントとな

るところを運動のリズムに乗せて声かけをすること

で，より確実にポイントを意識しながら運動できる

ようにすることを意図した指導法である。 

 清水(2013)は「口伴奏」を用いる長所として，以

下の点を主張している。 

①運動のイメージやリズムを児童にわかりやすく伝

えることができる  

②子どもたちの身体にリズムが染み込んでいく  

 運動のコツとなる動きを考えるのに，自分の身体

へ意識を向けることや，運動を詳しく観察すること

が必要である。「口伴奏」を通して，児童は，運動を

して得た感覚に対して，自己観察を行いやすくなる。

そして，運動をして得た感覚を言葉にして，教師や

友達に伝え合う活動を行い，感覚を共有化すること

で，「口伴奏」で表現された言葉は，運動のコツとな

り，児童の共有の財産ともなる。それゆえ，「口伴奏」

は，運動のコツを言語化し，理解を深めるのに適し

ていると言える。 

２つの指導法について比較した結果，運動感覚や

運動のコツを言語で表現する指導法として，「スポー

ツオノマトペ」の考え方を取り入れた指導法がよい

と考える。 

その理由として，以下の２点が挙げられる。 

 １つ目は，児童の実態に対応できることである。

児童一人ひとりが感じた運動感覚は，全員が同じで

はない。そのため，児童一人ひとりにあったオノマ

トペの言葉で，運動のコツを表現するよさがある。 

 ２つ目は，スポーツオノマトペの考え方は，口伴

奏の考え方も含んでいることである。口伴奏のもつ

「運動のイメージやリズムを児童に分かりやすく伝

えることができる」というよさは，スポーツオノマ

トペの効果と同じである。そのため，スポーツオノ

マトペの指導の中に，口伴奏を加えるほうが，より

よい指導ができると考えられる。 

 

４ 技の習得段階について 

 器械運動の学習を充実させるためには，児童一人

ひとりのレディネスに応じることができるよう，学

習内容を系統的かつ段階的に整理し，児童が自分に

合った課題を選択しやすくする指導が必要であると

考えられる。 

金子(2002)は，『わざの伝承』の中で，「運動形成

の五位相」という概念を示している。「運動形成の五

位相」とは，原志向位相，探索位相，偶発位相，形

態化位相，自在位相の５つの位相からなる，技の習

得段階を表したものである。この位相に技のできば

えを当てはめることができれば，児童の獲得してい

る技がどの段階にあるのかを知る手掛かりとなる。

そうすることで，教師は，技のできばえと技の習得

段階を一致させることができ，その段階に合った指

導が可能になると考えられる。 

 技の習得段階を踏まえた指導を行うためには，児

童の技の習得段階を適切に診断し，その段階に合っ

た支援方法を考える必要がある。そこで，本研究の

授業実践で取り上げる「だるま回り」の技の習得段

階に合った支援を表１にまとめた。 

表１ 「だるま回り」における技の習得段階一覧表 

学習段階 「だるま回り」の習得段階 

①原志向位相 
・ふとんほしができる ・陸上でだるまの姿勢ができる 

・ふとんほし振りができる・ひじ支持振りができる 

②探索位相 
・鉄棒にぶら下がって，だるまの姿勢ができる 

・膝の曲げ伸ばしで，少し体を振ることができる 

③偶発位相 

・前後に大きく体をふる動きができる 

・補助ありで「だるま回り」ができる 

・偶然，「だるま回り」ができる 

④形態化位相 

・いつでも「だるま回り」が１回できる 

・「だるま回り」が連続３回できる 

・腕支持から，「だるま回り」ができる 

⑤自在位相 

・「だるま回り」が何回も連続してできる 

・腕を交差して「だるま回り」ができる 

・片足で「だるま回り」ができる 

・「後方だるま回り」ができる 

教師は，これを活用することで，技の習得段階を

診断する視点となり，児童の習得段階に応じた指導

ができる。さらに，技の習得段階を踏まえた指導を

より効果的に行うためには，技が「できる」過程を

理解しなければならない。 

 これまでに，運動のコツ，動きの言語化について

定義づけた。これらの考察を踏まえて，技が「でき

る」過程を図２で表す。 

図２ 技が「できる」過程 

 「共感・先取り」，「運動の試行」，「直感」，「再認

化」といったサイクルを何度も繰り返すことにより，

「ここをこうすればできそう」や「このようにして

みたらどうだろう」といった意識すべき事柄が絞ら

れていく。同時に，運動を反復することへ熱中し，

やがて，「こうすればできそうだ（できる）」という

自分なりの運動のコツが意識されていく。  

 このように，学習展開の中で，「共感・先取り」，

「運動の試行」，「直感」，「再認化」といったサイク

ルを多く繰り返すことが，技の習得段階を踏まえた

指導の基盤となるのではないだろうか。そこで，技

が「できる」過程に欠かせない，「動きの言語化」を

引き出す指導法のあり方を探っていくこととする。 

 

Ⅳ 動きの言語化を引き出す授業の実践と考察 

１ ７月の授業実践 

(1) 実施時期   2013年７月４日，５日 

(2) 対象  島根県内Ａ小学校 ３・４年生 23名 

          Ｂ小学校   ４年生 ９名 

 

２ ７月の授業実践の考察 

(1) Ａ小学校（オノマトペあり）での授業実践 

①「動きの言語化」について 

表２ オノマトペで表現した運動のコツ 

表２は，学習カードに記されていた，オノマトペ

で表現した運動のコツをまとめたものである。表２

の結果から，無記名だった２名を除く，21名の児童

がオノマトペを用いて自分なりの運動のコツを表現

できたことがわかる。「足を○○○する」「頭を○○

○する」と例示したことは，児童にとって，運動の

コツをオノマトペで表現するのに効果的であったと

言える。 

 だが，本実践でのオノマトペを用いて言語化した

運動のコツは，運動のコツを理解して表現したもの

ではなかったのである。確かに，「足をブンブンふる」

「ビュンビュンふる」といったオノマトペの言葉か

らは，「足を曲げて伸ばして」という動きが読み取れ

る。しかし，運動のコツを学級全体で確認する学習

場面において，発表した児童に「その動きはどんな

動きを表しているの」と問うと，児童は，表３の言

葉の通り，その動きを的確に表現できなかったので

ある。 
表３ オノマトペの言葉についての説明 

Ｔ 
Ｃ１ 
Ｃ２ 
Ｃ３
Ｃ４ 

「その動きはどんな動きを表しているの？」 
足を激しく動かしてやる 
体の力を抜いて，足をふる 
ブランコのように足を動かす 
体全体で動くようにして，頭を思いっきり振る 

 今回の支援方法では，運動のコツへの理解が深ま

らず，運動のコツをわかりやすい言葉で言語化する

ことはできなかったと言える。 

②技の習得について 

 児童が技を習得することができたのかどうか，Ｖ

ＴＲを分析して検証した。その結果，技ができた児

童が５名，大きく振れた児童が４名，体を振れた児

童が12名，体が振れなかった児童が３名という結果

であった。 

 技ができた児童は５名いたという結果は，一定の

効果を示している。しかし，動きをＶＴＲで検証し

てみると，５名中４名の児童は，体を前に振る勢い

を使って，回転する動きで技を習得していた。つま

り，「足を曲げて伸ばして」という運動のコツを意識

せずに，技を習得していたのである。 

 このやり方でも可能ではあるが，連続で回転する

ことや，発展技につなげることは困難である。その

ため，技の習得のためには，「足を曲げて伸ばして」

といった動きを習得する必要がある。 

(2) Ｂ小学校（自分の言葉→オノマトペ）での実践 

 Ｂ小学校では，第1時に運動のコツを自分の言葉

で表現させ，第２時にはスポーツオノマトペの考え

を取り入れた支援を行った。第１時と第２時に書か

れた運動のコツを表現した言葉を比較すると，「動き

体の部位 オノマトペで表現した運動のコツ 

足を  ブンブン(7) ビュンビュン(10) グルグル(4) ビュンと(2) 

頭を  ビュンビュン(6) ビュン(4) ブンブン(8)   ブラブラ(2)  

足と頭を  ビュンと(2) 

無記名  ２名               ＊括弧の数字は人数を示す 

 

＊このサイクルを繰り返すことで，児童は，技を習得すると考える。 
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の言語化」の過程が見えてきた。 

①動きの言語化について 

表４は，Ｂ小学校での授業実践の第１時と第２時

に書かれた運動のコツを表現した言葉をまとめたも

のである。 

第１時で表現された運動のコツは，第２時では，

「足を曲げて伸ばして」の動きが感じられるオノマ

トペの表現に変わっていったことがわかる。自分な

りの言葉で表現する活動があったからこそ，第２時

の学習場面において，オノマトペを用いて運動のコ

ツを的確に表現することができたのではないかと考

えられる。そして，自分の言葉で表現したものを基

盤とし，オノマトペに変換したことで，児童は，運

動のコツへの理解を深めていったとも考えられる。 

表４ Ｂ小学校の児童が表現した運動のコツ 

体の 
部位 

第1時に自分の言葉で 

表現された運動のコツ  
第 2 時にオノマトペを用い

て表現された運動のコツ  

足を  足を回るように動かす  

足をふる  

ひざより下の足を動かす  

体をふる  勢いをつける  

はやく回る  

ピーン・グイ  

ビューンとのばす  

ブーン・ブーン  

ビューンと勢いをつける  

ビュンビュンと大きくふる  

また，運動のコツへの理解を深めたことは，児童

の学習場面での発言に変化が見られたことからもう

かがえる。表５は，友達に助言し合いながら練習す

る場面での会話をＶＴＲの分析により一部抜粋した

ものである。児童Ｃ２は，友達に「もっと足をビュ

ーンと伸ばせばいいよ」と助言している。この発言

内容から，児童Ｃ２は，ビューンという動きを，膝

を伸ばす動きとして理解し，運動のコツとして友達

に説明していることがわかる。このような助言は，

第1時には全く聞かれなかったものであり，運動の

コツを理解していないとできない助言であると言え

る。 

表５ 友達に助言し合いながら練習する場面での会話 

Ｃ１ 
Ｃ２ 
Ｃ１ 
Ｃ２ 
 
 
 
 
Ｃ２ 
Ｃ３ 

「どうだった？」 
「もっと足をビューンと伸ばせばいいよ」 
「ビューンってどういうこと」 
「Ｃ１さんのは，ひざがここまでしか伸びてないけん。
もっと思いっきり振ればいい。」 
「そうしたら，体が大きく揺れるけん。もう一回やっ
てみて」 
（Ｃ１がもう一度試技する） 
「そうそう。そんな感じ。ビューンと強くける感じで」 
「上手，上手。もういけるんじゃない」 

②技の習得について 

Ｂ小学校の児童は，技を習得することができたの

かどうか，ＶＴＲを分析して検証した。その結果は，

図３，図４のとおりである。 

Ｂ小学校の第１時と第２時を比較すると，９名全

員の技の習得段階が高まったことがわかる。特に第

２時の時点では，体が振れない児童，体が振れた児

童が一人もいなくなり，全員が体を大きく振ること

を習得できた。 

   

図３ 技の習得段階分布 第１時    図４ 技の習得段階分布 第２時 

 (3) ７月の授業実践の成果 

Ａ小学校，Ｂ小学校の実践から，以下のような成

果が確認された。 
・自分なりの言葉で表現する活動がないと，オノマ

トペを用いて運動のコツを的確に表現すること

ができない。 
・児童は，オノマトペを用いて，運動のコツを表現

することができるものの，コツを的確に表現した

ものとなりにくい。 
・短時間では，運動のコツを言語化することは難し

い。 
 

３ 10月の授業実践のポイント 

(1) オノマトペを用いた運動のコツの表現と技の習

得段階との関連 

７月の授業実践の結果から，オノマトペを用いて

運動のコツを表現するのに適している技の習得段階

があると考えられる。 

そこで，10月の授業実践では，何度も運動を試行

し，「動きの言語化」を繰り返す中で，技の習得が進

み，「動き方の感じを探す段階」から「偶然にも技が

できそうな段階」のときに，オノマトペを用いる。 

 (2) 基礎感覚づくりの時間の設定 

７月の授業実践では，「だるま回り」の動きとよく

似ている運動を蓄積する時間が不足しており，児童

は，「だるま回り」の動きの感じをつかむことができ

なかった。そこで，全４時間の単元構成とし，毎回

の授業の前に，10分間，類似の運動(アナロゴン)に

取り組む時間を設定する。 

 (3) 言語化の過程が見える学習カードの作成 

 毎時間，学習カードを用意するだけでは，前時の

学習の際に感じた感覚を活用して，「動きの言語化」

を図ることはできないのではないかと考える。 

0

2

4

6

8
体が振れ

ない 

体を振れ

た 

大きく振

れた 

技ができ

た 
0

2

4

6

8
体が振れ

ない 

体を振れ

た 

大きく振

れた 

技ができ

た 



― 47 ―

の言語化」の過程が見えてきた。 

①動きの言語化について 

表４は，Ｂ小学校での授業実践の第１時と第２時

に書かれた運動のコツを表現した言葉をまとめたも

のである。 

第１時で表現された運動のコツは，第２時では，

「足を曲げて伸ばして」の動きが感じられるオノマ

トペの表現に変わっていったことがわかる。自分な

りの言葉で表現する活動があったからこそ，第２時

の学習場面において，オノマトペを用いて運動のコ

ツを的確に表現することができたのではないかと考

えられる。そして，自分の言葉で表現したものを基

盤とし，オノマトペに変換したことで，児童は，運

動のコツへの理解を深めていったとも考えられる。 

表４ Ｂ小学校の児童が表現した運動のコツ 

体の 
部位 

第1時に自分の言葉で 

表現された運動のコツ  
第 2 時にオノマトペを用い

て表現された運動のコツ  

足を  足を回るように動かす  

足をふる  

ひざより下の足を動かす  

体をふる  勢いをつける  

はやく回る  

ピーン・グイ  

ビューンとのばす  

ブーン・ブーン  

ビューンと勢いをつける  

ビュンビュンと大きくふる  

また，運動のコツへの理解を深めたことは，児童

の学習場面での発言に変化が見られたことからもう

かがえる。表５は，友達に助言し合いながら練習す

る場面での会話をＶＴＲの分析により一部抜粋した

ものである。児童Ｃ２は，友達に「もっと足をビュ

ーンと伸ばせばいいよ」と助言している。この発言

内容から，児童Ｃ２は，ビューンという動きを，膝

を伸ばす動きとして理解し，運動のコツとして友達

に説明していることがわかる。このような助言は，

第1時には全く聞かれなかったものであり，運動の

コツを理解していないとできない助言であると言え

る。 

表５ 友達に助言し合いながら練習する場面での会話 

Ｃ１ 
Ｃ２ 
Ｃ１ 
Ｃ２ 
 
 
 
 
Ｃ２ 
Ｃ３ 

「どうだった？」 
「もっと足をビューンと伸ばせばいいよ」 
「ビューンってどういうこと」 
「Ｃ１さんのは，ひざがここまでしか伸びてないけん。
もっと思いっきり振ればいい。」 
「そうしたら，体が大きく揺れるけん。もう一回やっ
てみて」 
（Ｃ１がもう一度試技する） 
「そうそう。そんな感じ。ビューンと強くける感じで」 
「上手，上手。もういけるんじゃない」 

②技の習得について 

Ｂ小学校の児童は，技を習得することができたの

かどうか，ＶＴＲを分析して検証した。その結果は，

図３，図４のとおりである。 

Ｂ小学校の第１時と第２時を比較すると，９名全

員の技の習得段階が高まったことがわかる。特に第

２時の時点では，体が振れない児童，体が振れた児

童が一人もいなくなり，全員が体を大きく振ること

を習得できた。 

   

図３ 技の習得段階分布 第１時    図４ 技の習得段階分布 第２時 

 (3) ７月の授業実践の成果 

Ａ小学校，Ｂ小学校の実践から，以下のような成

果が確認された。 
・自分なりの言葉で表現する活動がないと，オノマ

トペを用いて運動のコツを的確に表現すること

ができない。 
・児童は，オノマトペを用いて，運動のコツを表現

することができるものの，コツを的確に表現した

ものとなりにくい。 
・短時間では，運動のコツを言語化することは難し

い。 
 

３ 10月の授業実践のポイント 

(1) オノマトペを用いた運動のコツの表現と技の習

得段階との関連 

７月の授業実践の結果から，オノマトペを用いて

運動のコツを表現するのに適している技の習得段階

があると考えられる。 

そこで，10月の授業実践では，何度も運動を試行

し，「動きの言語化」を繰り返す中で，技の習得が進

み，「動き方の感じを探す段階」から「偶然にも技が

できそうな段階」のときに，オノマトペを用いる。 

 (2) 基礎感覚づくりの時間の設定 

７月の授業実践では，「だるま回り」の動きとよく

似ている運動を蓄積する時間が不足しており，児童

は，「だるま回り」の動きの感じをつかむことができ

なかった。そこで，全４時間の単元構成とし，毎回

の授業の前に，10分間，類似の運動(アナロゴン)に

取り組む時間を設定する。 

 (3) 言語化の過程が見える学習カードの作成 

 毎時間，学習カードを用意するだけでは，前時の

学習の際に感じた感覚を活用して，「動きの言語化」

を図ることはできないのではないかと考える。 
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 そこで，運動のコツを１枚の紙に書き込むことの

できる学習カードを用い，第１時で書いた運動のコ

ツのとなりに，第２時，第３時に感じた運動のコツ

を記入することとする。そうすることで，より前時

の学習で感じたことを基盤として，運動のコツを言

語化することができると考えたからである。 

 

４ 10月の授業実践 

(1) 実施時期   

2013年10月29日，30日，11月６日，20日 

(2) 対象  

島根県内Ｃ小学校 ３年生 30名 

(3) 単元計画（全４時間） 
 第１時 第２時 第３時 第４時 

ね
ら
い  

○運動のコ

ツを自分の

言葉で表現

することが

できる  

○運動のコツを

意識して練習を

したり，友達に

助言をしたりす

ることができる  

○運動のコ

ツをオノマ

トペで表現

することが

できる  

○運動のコツをオノマ

トペで表現した言葉を

意識して，練習に取り組

んだり，友達に助言をし

たりすることができる  

０ 
 
10  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
45  

○基礎感覚づくり  
単元全体を通して類似の運動（アナロゴン）に取り組む 

○基本学習 

・本単元の目

標を確認する  

・体を前後に

大きくふる

方法を考え

ながら運動

する  

・運動のコツ

を学習カー

ドに書く  

・学習の振り

返り  

○基本学習 

・運動のコツを

集約し，膝の曲

げ伸ばしがポイ

ントであること

をおさえる  

 

 

・運動のコツを

学習カードに書

く  

・学習の振り返

り  

○基本学習 

・運動のコツ

をオノマト

ペで表現さ

せる  

 

 

 

・運動のコツ

を学習カー

ドに書く  

・学習の振り

返り  

○発展学習 

・オノマトペを用いて助

言し合いながら，だるま

回りに取り組む  

 

・できるようになった動

きを発表会で演技する  

 

 

 

 

・学習の振り返り  

 

５ 10月の授業実践の考察 

(1) 10月29日 第１時 

①｢動きの言語化｣について 

表６ 学習カードに書かれていた運動のコツ 第1時 

表６は，第１時の学習カードに書かれていた運動

のコツを３種類に分類して整理したものである。「だ

るま回り」の運動のコツを意味する「足を少し曲げ

たり伸ばしたりする」と表現した児童が３名いた。

しかし，多くの児童は，自分の動いた感じを上手く

表現することは難しいという結果が得られた。また，

比喩的に表現する児童が多く，「ブランコのように」

と表現した児童が20名いた。「足を曲げて伸ばして」

という動きのことを表現していると予想される。児

童は，自らの感じた感覚を表現するのに，身近にあ

る動きとよく似ている動きを探していることがうか

がえる。  

第１時の時点で，「ブランブラーン」と表現する児

童が２名いた。ビデオ映像分析や観察記録から考察

すると，体を大きく振る動きを試す中で感じた動き

のリズムを表現していた。ただ，この時点で，「ブラ

ンブラーン」とはどんな動きを表現しているのか，

自分の考えが見えてこない。 

(2) 10月30日 第２時 

①「動きの言語化」について 

表７ 学習カードに書かれていた運動のコツ 第２時 

 学習カードに書かれていた 運動のコツ （第２時） 

体の部位を

用いて表現  

足を曲げたり伸ばしたりする(20)   足を動かす(2) 

へそを見る(4)    

比喩的に 

表現  

ブランコみたいに曲げ伸ばしをする(6)    

ふとんほしみたいに力を抜く(2)     

擬音で  

表現  

ブランブラーンと曲げ伸ばし(2) 

＊括弧の数字は人数を示す 

表７は，第２時の学習カードに書かれていた運動

のコツを３種類に分類して整理したものである。「だ

るま回り」の運動のコツを意味する「足を曲げたり

伸ばしたりする」と表現した児童が20名となった。 

 また，「ブランコのように曲げ伸ばしする」「ブラ

ンブラーンと曲げ伸ばし」と書いていた児童もいた。

この表現は，前時に書いていた「ブランコのように」 

「ブランブラーン」という表現がどんな動きなのか，

第２時の学習を終えて得られた答えだと考えられる。

第１時の学習で感じたことをもとにして，「動きの言

語化」を図った１つの例とも言える。 

グループに分かれて運動する場面では，「曲げて伸

ばして」，「ブランブラーン」と口伴奏をしている姿

が見られた。 

②技の習得について 

 児童の言葉かけの中で技術的な助言がなされるよ

うになってきた。例えば，あるグループでは，次の

ような発言が見られた。技への理解度が高まったた

め，具体的な助言ができるようになったと考えられ

る。 

表８ 学習場面における，児童の言葉かけ 

Ｃ１ 
Ｃ２ 
Ｃ１ 
 

「もっと足をふればいいのに」 
「えっ，こんな感じ」 
「そうそう，もっと足を強く振って」「スピード
が出てるよ」 

  

 学習カードに書かれていた 運動のコツ （第１時） 

体の部位

を用いて

表現  

顔をふる(6)  へそを見る(4)   頭と足をふる(3)   

頭と体と足をあわせてふる(3)   肩をまるめる(2) 

お腹で動かす(1)  足を少し曲げたり伸ばしたりする(3)  

比喩的に

表現  

ブランコのように(20)  足を蹴るように(2)  

前回りみたいに(1)   逆上がりみたいに(1) 

擬音で  

表現  

くるっと(2)  ブランブラーン(2) 

＊括弧の数字は人数を示す 
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(3) 11月６日 第３時 

①「動きの言語化」について 

表９は，第３時の学習カードに書かれていた運動

のコツをまとめたものである。「だるま回り」の運動

のコツである「足を曲げて伸ばして」の動きをオノ

マトペで用いて表現できた児童は，20名であった。 

しかし，オノマトペで表現できない児童が７名い

たことが課題である。全ての児童が運動のコツをオ

ノマトペで表現できるわけではないため，オノマト

ペで表現することが難しい児童のための支援が必要

であった。例えば，「後ろで見ている人は，運動して

いる人の動きを，オノマトペにしてみよう」と指示

を出して，周りの友達からの助言を引き出せるよう

にしたり，「同じグループの友達と協力して，みんな

わかる魔法の言葉を考えよう」と指示を出して，グ

ループごとに，運動のコツをオノマトペにする活動

に取り組ませたりするなどの支援が有効だったと考

えられる。 

表９ オノマトペで表現した運動のコツ 第３時 

オノマトペで表現した 運動のコツ （第３時） 

曲げる時はグイ，伸ばす時はパーン(1)  
グッ，パーって感じにやる(2) グッ，ビヨーン(3)  
足をグッ（曲げる），ビヨーン（伸ばす）(1) 
ギュギュ，ピーン(1)  ギュギュっとふる(2)  
ギュッ，パッ(2)  ブンブンとふる(2) 足をブオンとふる(1)  
トン・スー(2) グルングルン(1)   
足に勢いをつけてブランブラーンとする(2) 
オノマトペで表現できない児童(7)   ＊括弧の数字は人数を示す 

②技の習得について 

足の曲げ伸ばしのタイミングを確認する学習場面

では，タイミングをとる口伴奏のほかに，「足をもう

ちょっと奥に」「足を早く曲げて」などといった，技

術的な助言が聞かれた。助言された児童は，明らか

に動きが変わっていったことから，友達からの動き

に関する助言は，技の習得につながると言える。 

(4) 11月20日 第４時 

①「動きの言語化」について 

表10 学習場面で使用したオノマトペの言葉 第４時 

学習場面で使用した オノマトペの言葉 （第４時） 

グッ，パー(5)  グッ，ビヨーン(10)  グッ，ボヨーン(1)  

ギュ，ビヨーン(2)  ギュッ，パッ(2)  ギュ，ブラーン(2)    

トン・スー(2)   ブランブラーン(6) ＊括弧の数字は人数を示す 

表10は，第４時の学習場面で使用されたオノマト

ペの言葉をまとめたものである。これらの言葉から，

児童 30 名全員が自分に合ったオノマトペの言葉を

考えて，運動のコツを表現できたことがわかる。 

また，どのオノマトペの言葉にも，説明的な言葉

が無くなり，「足を曲げて伸ばして」の動きを簡潔に

した言葉となったことがわかり，支援の有効性を示

している。 

 しかし，学習場面において，「そのオノマトペの言

葉は合っていないんじゃないの」と友達に声をかけ

る姿があった。 

表11の会話から，オノマトペの言葉から感じる動

きは人それぞれ異なっていることがわかる。自分に

合ったオノマトペの言葉だからこそ，違いが認めら

れて当然である。しかし，助言した児童は，その友

達が表現したいとする動きはわかっていても，自分

の感覚と異なっているオノマトペの言葉からは，動

きを感じ取ることはできないのである。自分の感覚

がその言葉の持つイメージを完全に共有することは

難しいことを示す事例であったと考えられる。 

表11 学習場面における児童同士の会話 

Ｃ１ 

Ｃ２ 

Ｃ１ 

Ｃ２ 

 

Ｃ１ 

Ｃ２ 

おれは，ギュッ・ボヨヨーンでいくけん。 

そのオノマトペ，合っていないんじゃないの。何か変じゃない。 

いいじゃん，おれはこう思ったんだけん。 

じゃあ，それでいくよ。ギュッ・ボヨヨーン，ギュッ・ボヨヨーン。 

（Ｃ２ 笑いだす） 

笑うなや。できんくなるじゃん。 

ごめん，ごめん。 

 

Ⅴ 研究の成果と今後の課題 

１ 研究の成果 

 授業実践の結果と考察を踏まえ，研究の成果と課

題について述べる。 

(1)「動きの言語化」を図ることの有効性について 

 授業実践の結果と考察から，スポーツオノマトペ

の考え方を取り入れた支援は，「動きの言語化」を図

るのに有効であったという成果が得られた。 

 その根拠として，「学習が進むにつれて，運動のコ

ツをわかりやすく表現できたこと」「児童にとってイ

メージしやすい言葉であったこと」が挙げられる。 

 「学習が進むにつれて，運動のコツをわかりやす

く表現できたこと」について，学習カードに書かれ

た運動のコツを表現した言葉を分析すると，学習が

進むにつれて言葉が簡潔になっていくことがわかっ

た。 

表12 Ａ児の学習カードの記述一覧 

 第１時 第２時 第３時 第４時 

表

現 
①頭を体と足に合わ

せてふる 

②体は離れないよう

に巻きつける 

③足はブランコのよ

うにふる 

①足をちょっと曲げる 

②足を伸ばす 

③足を大きく曲げ伸ばし 

①トン（曲げて） 

②スー（伸ばす） 

③トン（曲げて） 

トンスー 

 表12は，Ａ児の言葉の変容をまとめたものである。

第１時には，自分の動きを的確に表現できていなか

ったが，足の曲げ伸ばしに着目して，運動のコツを
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(3) 11月６日 第３時 

①「動きの言語化」について 

表９は，第３時の学習カードに書かれていた運動

のコツをまとめたものである。「だるま回り」の運動

のコツである「足を曲げて伸ばして」の動きをオノ

マトペで用いて表現できた児童は，20名であった。 

しかし，オノマトペで表現できない児童が７名い

たことが課題である。全ての児童が運動のコツをオ

ノマトペで表現できるわけではないため，オノマト

ペで表現することが難しい児童のための支援が必要

であった。例えば，「後ろで見ている人は，運動して

いる人の動きを，オノマトペにしてみよう」と指示

を出して，周りの友達からの助言を引き出せるよう

にしたり，「同じグループの友達と協力して，みんな

わかる魔法の言葉を考えよう」と指示を出して，グ

ループごとに，運動のコツをオノマトペにする活動

に取り組ませたりするなどの支援が有効だったと考

えられる。 

表９ オノマトペで表現した運動のコツ 第３時 

オノマトペで表現した 運動のコツ （第３時） 

曲げる時はグイ，伸ばす時はパーン(1)  
グッ，パーって感じにやる(2) グッ，ビヨーン(3)  
足をグッ（曲げる），ビヨーン（伸ばす）(1) 
ギュギュ，ピーン(1)  ギュギュっとふる(2)  
ギュッ，パッ(2)  ブンブンとふる(2) 足をブオンとふる(1)  
トン・スー(2) グルングルン(1)   
足に勢いをつけてブランブラーンとする(2) 
オノマトペで表現できない児童(7)   ＊括弧の数字は人数を示す 

②技の習得について 

足の曲げ伸ばしのタイミングを確認する学習場面

では，タイミングをとる口伴奏のほかに，「足をもう

ちょっと奥に」「足を早く曲げて」などといった，技

術的な助言が聞かれた。助言された児童は，明らか

に動きが変わっていったことから，友達からの動き

に関する助言は，技の習得につながると言える。 

(4) 11月20日 第４時 

①「動きの言語化」について 

表10 学習場面で使用したオノマトペの言葉 第４時 

学習場面で使用した オノマトペの言葉 （第４時） 

グッ，パー(5)  グッ，ビヨーン(10)  グッ，ボヨーン(1)  

ギュ，ビヨーン(2)  ギュッ，パッ(2)  ギュ，ブラーン(2)    

トン・スー(2)   ブランブラーン(6) ＊括弧の数字は人数を示す 

表10は，第４時の学習場面で使用されたオノマト

ペの言葉をまとめたものである。これらの言葉から，

児童 30 名全員が自分に合ったオノマトペの言葉を

考えて，運動のコツを表現できたことがわかる。 

また，どのオノマトペの言葉にも，説明的な言葉

が無くなり，「足を曲げて伸ばして」の動きを簡潔に

した言葉となったことがわかり，支援の有効性を示

している。 

 しかし，学習場面において，「そのオノマトペの言

葉は合っていないんじゃないの」と友達に声をかけ

る姿があった。 

表11の会話から，オノマトペの言葉から感じる動

きは人それぞれ異なっていることがわかる。自分に

合ったオノマトペの言葉だからこそ，違いが認めら

れて当然である。しかし，助言した児童は，その友

達が表現したいとする動きはわかっていても，自分

の感覚と異なっているオノマトペの言葉からは，動

きを感じ取ることはできないのである。自分の感覚

がその言葉の持つイメージを完全に共有することは

難しいことを示す事例であったと考えられる。 

表11 学習場面における児童同士の会話 
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Ｃ１ 

Ｃ２ 

 

Ｃ１ 

Ｃ２ 

おれは，ギュッ・ボヨヨーンでいくけん。 

そのオノマトペ，合っていないんじゃないの。何か変じゃない。 

いいじゃん，おれはこう思ったんだけん。 

じゃあ，それでいくよ。ギュッ・ボヨヨーン，ギュッ・ボヨヨーン。 

（Ｃ２ 笑いだす） 

笑うなや。できんくなるじゃん。 

ごめん，ごめん。 

 

Ⅴ 研究の成果と今後の課題 

１ 研究の成果 

 授業実践の結果と考察を踏まえ，研究の成果と課

題について述べる。 

(1)「動きの言語化」を図ることの有効性について 

 授業実践の結果と考察から，スポーツオノマトペ

の考え方を取り入れた支援は，「動きの言語化」を図

るのに有効であったという成果が得られた。 

 その根拠として，「学習が進むにつれて，運動のコ

ツをわかりやすく表現できたこと」「児童にとってイ

メージしやすい言葉であったこと」が挙げられる。 

 「学習が進むにつれて，運動のコツをわかりやす

く表現できたこと」について，学習カードに書かれ

た運動のコツを表現した言葉を分析すると，学習が

進むにつれて言葉が簡潔になっていくことがわかっ

た。 

表12 Ａ児の学習カードの記述一覧 

 第１時 第２時 第３時 第４時 

表

現 
①頭を体と足に合わ

せてふる 

②体は離れないよう

に巻きつける 

③足はブランコのよ

うにふる 

①足をちょっと曲げる 

②足を伸ばす 

③足を大きく曲げ伸ばし 

①トン（曲げて） 

②スー（伸ばす） 

③トン（曲げて） 

トンスー 

 表12は，Ａ児の言葉の変容をまとめたものである。

第１時には，自分の動きを的確に表現できていなか

ったが，足の曲げ伸ばしに着目して，運動のコツを

表現するようになった。さらに，第３時では，第２

時での表現に対応させるようにして，オノマトペを

用いて動きを表現し，第４時には，「トンスー」の言

葉で，運動のコツを簡潔に表現していた。 

 また，表13は，Ｂ児の言葉の変容をまとめたもの

である。Ｂ児は「グッ，ビョーン」とはどんな動き

なのかを理解した上で，自分に合ったオノマトペを

用いて表現している。このことから，Ｂ児は，授業

中に足を曲げて伸ばす動きをこのように表現し，そ

の発言を「グッ，ビョーン」という言葉に変換して，

学習を進めたことがわかる。 

表13  Ｂ児の言葉の変容 

 第3時の授業中の発言 オノマトペ 

表現 足が鉄棒と同じ高さになったとき

に，足を曲げて，足が下に降りてい
るときに，思いっきり足をふる。 

①グッ 
②ビョーン 

 これらの過程は，単に学習が進んだからではない。

児童は，何度も運動を試行し，「動きの言語化」を繰

り返し行っていたからこそ，運動のコツをわかりや

すく表現することができたのである。 

 「児童にとってイメージしやすい言葉であったこ

と」について，学習場面のＶＴＲを分析した結果，

第１時～第４時の学習場面において，児童は，口伴

奏をしていることがわかった。「ブランブラーン」，

「グッ，ビョーン」，「曲げて，伸ばして」など言葉

は様々ではあるが，運動のコツを表現した言葉を自

然と口伴奏していたのである。映像からは，第１時

と第２時では，動きのリズムを表現しており，第３

時では，動きのタイミングを，第４時では，動きそ

のものを表現していたと分析できる。そして，口伴

奏を聞く学習者は，動きをイメージして活動に取り

組むことができたと考えられる。 

 これらの２点の根拠から，「動きの言語化」を図る

のに有効であったと考えられる。 

(2) 技を習得することの有効性について 

 

図５ 技の習得段階分布 第１時から第４時 

図５は，児童はどの段階まで技を習得しているの

か，毎時の授業後に，ＶＴＲから分析し，４時間の

技の習得状況の結果をまとめたものである。第４時

の終了時には，30名全員が体を前後に振る動きを習

得した。そして，学級全体の３分の２にあたる 22

名の児童が，体を前後に大きく振る動きを習得でき

た。 

技の習得段階に大きく変化が見られたのは，オノ

マトペを用いて運動のコツを表現した第３時から第

４時にかけてである。数値の変容から，オノマトペ

を用いて運動のコツを表現した第３時から，自分に

合ったオノマトペの言葉を活用して運動に取り組ん

だ第４時にかけて，技の習得段階が高まったことが

わかる。 

 また，振り返りカードの分析結果からも，動きを

習得したと自覚している児童も第３時から第４時に

かけて，最も増加していることがわかった。 

 
図６ 「できなかったことができるようになりましたか」回答分布 

「できなかったことができるようになりましたか」

という質問項目に対し，第４時には，「いいえ」と答

える人数が３名に減少したことから，第３時から第

４時にかけて，「これができるようになった」と実感

した児童が増加したことがわかる。第３時から第４

時にかけての期間に，技の習得段階が最も高まった

と言える。 

第３時と第４時の学習を終えた時点で，児童に「運

動のコツをオノマトペで表すことはよいと思いまし

たか」という質問を行った。その結果，第３時には，

20 名，第４時には 24 名の児童が「運動のコツをオ

ノマトペで表すことはよい」と答えていた。その理

由としては，「短くていい」「音の感じがいい」「わか

りやすい」「何となく」といった意見が挙げられた。

児童は，実体験として運動のコツをオノマトペで表

現することのよさを感じていることがわかる結果と

なった。 

 以上の根拠から，スポーツオノマトペの考え方を

取り入れた支援は，技を習得するのに有効であった

と考えられる。 

よって，今回の授業モデルは，鉄棒運動の学習に

おいて，児童に鉄棒運動の楽しさを味わわせること

のできる１つのモデルとなると考える。 
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２ 今後の課題 

 これまでに，本実践におけるスポーツオノマトペ

の考え方を取り入れた支援の有効性について述べて

きた。ここでは，２つの課題について述べる。 

課題１ スポーツオノマトペの有効性をより発揮

できる学年を探ること 

 本実践では，第３学年の児童を対象とした授業実

践，および考察の結果，スポーツオノマトペの考え

方を取り入れた支援は有効であったと結論付けた。

しかし，第５学年，第６学年の児童を対象としたほ

うがより効果的ではないかと考えられる。 

 金子(2005)は，一般的な運動習得のタイプである

「反復習得」を「機械的反復」と「内観的反復」と

の２つに区別している。「機械的反復」による習得は，

偶然の成功を待つものであり，「内観的反復」による

習得は，運動感覚能力によって，その目標像との差

を確認しながら，個人のコツやカンの統覚を志向す

るとされている。 

 「体を動かしたい，とにかくやってみたい」と考

える小学校低学年，中学年の児童よりも，自分の動

きに対して振りかえって考える経験を積み重ねてき

ている高学年の児童の方が，オノマトペを用いて運

動のコツを表現するのに適しているとも考えられる。

また，スポーツオノマトペの持つ効果として，動け

ない子でも，動きのイメージを持つことができ，ア

ナロゴンの少なさを補う効果(村田・海野2006)があ

り，運動経験の差が顕著に表れる高学年児童への支

援の1つとして有効なのではないだろうか。 

今後，対象学年を変えて，授業実践を行い，スポ

ーツオノマトペの考え方を取り入れた支援の有効性

を明らかにする必要がある。 

課題２ オノマトペの言葉に込められた動きを明

らかにすること 

 今回の実践では，オノマトペを用いて運動のコツ

を表現し，学習に活用する児童の姿を引き出すこと

ができたのだが，オノマトペの言葉は，どのような

動きをイメージして作られた言葉なのか，詳しく検

証できていない。 

 運動のコツを言語化することに対して，佐野

(2004)は，「言語によって表現されたコツとは，こつ

そのものを表現したものではない」と述べているよ

うに，言語化した言葉と試行して得た感覚とを一致

させることは容易ではない。 

 そのため，今回の実践で行った支援に加え，さら

に自らの感覚を言語化する支援が必要ではないだろ

うか。例えば，オノマトペを用いて運動のコツを表

現してからも，「その言葉は，どんな動きをイメージ

しているのか」と何度も問いかけることで，オノマ

トペの言葉と自分の思い描く動きとの差がなくなり，

より運動を理解することにつながるのではないかと

考える。 
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